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「
高
砂
の
松
も
昔
の
友
な
ら
な
く
に
」

増

山

雄

三

市

民

が

自

由

に

海

浜

や

海

岸

に

入

れ

、

自

然

の

恩

恵

を

享

受

で

き

る

、

い

わ

ゆ

る

「

入

浜

権

宣

言

」

が

昭

和

五

十

年

（

一

九

七

五

年

）

に

、

高

砂

市

で

採

択

さ

れ

た

が

、

そ

れ

に

携

っ

た

、

阿

弥

陀

村

出

身

で

威

勢

の

よ

い

人

物

が

、

私

の

職

場

の

同

僚

に

い

た

。

そ

れ

で

、

臨

海

部

に

広

が

る

、

カ

ネ

カ

の

高

砂

工

業

所

の

奥

に

、

幾

つ

も

の

塩

の

山

が

聳

え

、

一

山

は

ざ

っ

と

七

米

の

高

さ

で

重

さ

が

七

百

㌧

あ

り

、

メ

キ

シ

コ

や

豪

州

か

ら

輸

入

さ

れ

、

電

気

分

解

さ

れ

た

後

、

塩

化

ビ

ニ

ー

ル

や

苛

性

ソ

ー

ダ

の

原

料

に

な

る

。

塩

は

昔

か

ら

瀬

戸

内

科

の

特

産

品

だ

っ

た

が

、

天

日

と

浜

を

使

う

入

浜

式

塩

田

は

、

デ

ル

タ

や

干

潟

に

作

ら

れ

、

雨

の

少

な

い

瀬

戸

内

海

は

最

適

で

あ

り

、

高

砂

、

大

塩

、

的

形

、

赤

穂

あ

っ

た

塩

田

は

、

今

で

は

消

え

埋

立

て

ら

れ

、

そ

こ

に

出

来

た

巨

大

化

学

工

場

が

、

輸

入

の

塩

を

扱

っ

て

い

る

の

だ

。
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そ

れ

で

、

明

治

時

代

の

後

半

以

降

、

三

菱

製

紙

と

鐘

淵

紡

績

を

牽

引

車

と

し

て

、

高

砂

は

工

業

都

市

と

し

て

の

道

を

ひ

た

走

っ

て

、

高

砂

市

は

そ

れ

以

降

に

は

変

容

を

続

け

て

い

き

、

戦

後

に

い

ち

早

く

、

工

場

誘

致

条

例

を

施

行

し

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

で

、

沿

岸

部

全

域

の

埋

め

立

て

は

、

兵

庫

県

の

事

業

と

し

て

、

昭

和

三

十

六

年

（

一

九

六

一

年

）

に

始

ま

り

、

武

田

薬

品

、

関

西

電

力

、

三

菱

重

工

、

神

戸

製

鋼

と

い

っ

た

大

企

業

が

進

出

し

、

播

磨

工

業

地

帯

の

高

砂

は

、

列

島

改

造

を

牽

引

し

た

、

拠

点

開

発

方

式

の

「

模

範

生

」

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

環

境

の

時

代

二

な

っ

た

今

か

ら

思

う

と

、

海

岸

線

の

埋

め

立

て

と

い

う

、

地

域

開

発

の

規

模

に

は

驚

く

が

、

戦

後

の

高

度

経

済

成

長

の

過

程

で

、

工

場

用

地

や

宅

地

用

地

と

し

て

埋

め

立

て

が

進

み

、

各

地

で

多

く

の

白

砂

青

松

の

浜

辺

が

、

消

滅

し

て

し

ま

っ

た

。

ま

た

、

高

砂

で

は

Ｐ

Ｃ

Ｂ

汚

染

や

赤

潮

そ

れ

に

光

化

学

ス

モ

ッ

グ

と

い

っ

た

公

害

も

発

生

し

、

Ｐ

Ｃ

Ｂ

は

カ

ネ

ミ

油

症

事

件

を

起

こ

し

、

三

菱

製

紙

は

Ｐ

Ｃ

Ｂ

を

含

む

廃

液

の

、

土

壌

汚

染

も

起

し

た

の

で

、

自
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然

と

海

浜

が

ほ

ぼ

失

わ

れ

た

七

三

年

に

、

市

民

の

間

か

ら

、

「

入

浜

権

」

を

求

め

る

運

動

が

起

き

た

。

そ

れ

か

ら

半

世

紀

が

過

ぎ

、

各

工

場

で

は

先

端

の

研

究

に

よ

る

製

品

開

発

に

余

念

が

な

い

が

、

カ

ネ

カ

の

注

目

事

業

は

、

海

水

中

で

も

容

易

に

分

解

す

る

、

「

生

分

解

性

ポ

リ

マ

ー

」

を

開

発

し

、

ま

た

こ

の

製

品

は

、

使

い

捨

て

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

に

よ

る

、

環

境

破

壊

を

防

げ

る

と

い

う

、

優

れ

た

も

の

で

も

あ

る

。

最

近

で

は

、

政

府

の

経

済

産

業

相

も

視

察

に

訪

れ

た

と

い

う

が

、

光

を

放

つ

工

場

に

対

し

て

、

既

成

市

街

地

は

、

高

齢

化

と

人

口

減

少

に

苦

し

む

が

、

世

紀

を

超

え

て

、

環

境

と

開

発

の

ド

ラ

ス

チ

ッ

ク

な

変

化

を

体

現

し

た

、

工

業

都

市

の

現

実

は

厳

し

い

。

先

に

、

入

浜

0

権

の

話

を

し

た

が

、

当

時

、

入

浜

権

の

思

想

が

各

地

に

力

を

持

ち

得

た

の

も

、

そ

の

よ

う

な

、

精

神

の

自

立

性

と

郷

土

愛

が

、

そ

の

背

景

に

あ

っ

た

か

ら

な

の

だ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

。

企

業

の

占

有

で

は

な

く

、

市

民

が

自

由

に

行

き

来

で

き

る

よ

う

に

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

護

岸

を

撤

去

し

て

再

生

し

た

、

県

立

の

高

砂

海

浜

公

園

を

歩

く

と

、
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松

林

を

抜

け

て

渚

に

で

て

く

る

。

す

る

と

、

百

人

一

首

に

あ

る

「

誰

を

か

も

知

る

人

に

せ

む

高

砂

の

松

も

昔

の

友

な

ら

な

く

に

」

と

い

う

場

所

は

、

雨

上

り

の

日

差

し

に

輝

く

播

磨

灘

は

、

海

と

空

の

青

が

連

続

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

令

和

四

年

六

月


